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●建設業に働くみなさんの仕事とくらしを応援します
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第837号

10
月

下記日程は支部会館を休館します。

10月28日（木）10時～12時
11月26日（金）10時～12時

けんせつプラザ東京（要予約）

11月２日（火）終日　書記局会議

土・日・祝日も休館

無料経営相談会

支部会館休館のお知らせ

▼
緊
急
事
態
宣
言
が
９
月
末

で
解
除
さ
れ
ま
し
た
が
、
道

行
く
人
々
は
み
な
マ
ス
ク
姿
。

２
年
前
に
は
考
え
ら
れ
な
い

光
景
が
日
常
に
な
っ
て
い
ま

す
。
▼
ふ
と
振
り
返
れ
ば
そ
の

後
は
マ
ス
ク
や
消
毒
液
が
手

に
入
ら
な
い
な
ど
の
混
乱
も

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
が
解
消

さ
れ
た
の
に
７
月
か
ら
８
月

に
か
け
て
第
５
波
で
東
京
で

も
医
者
に
か
か
れ
な
い
事
態

が
広
が
り
、
み
な
さ
ん
も
不

安
な
日
々
を
過
ご
さ
れ
た
の

で
は
。
▼
さ
て
、
い
よ
い
よ
総

選
挙
と
い
う
情
勢
。
さ
ま
ざ

ま
な
景
気
刺
激
策
な
ど
が
い

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
怖
い
の
は

増
税
で
す
。
思
え
ば
消
費
税

が
10
％
に
な
っ
た
の
は
コ
ロ
ナ

禍
の
直
前
２
０
１
９
年
の
10

月
か
ら
で
し
た
。
そ
し
て
今
年

の
10
月
か
ら
業
者
登
録
が
始

ま
っ
た
イ
ン
ボ
イ
ス
制
は
、一

人
で
請
負
で
働
く
人
み
な
に

重
い
消
費
税
の
負
担
（
売
上

４
０
０
万
円
で
10
万
円
超
）
を

強
い
る
危
険
性
が
非
常
に
高

い
も
の
で
す
。
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
仕

事
に
も
影
響
す

る
と
み
ら
れ
て

い
ま
す
。
▼
イ

ン
ボ
イ
ス
制
の

実
施
は
、
２
０

２
３
年
か
ら
の

見
込
み
。
ま
だ

間
に
合
い
ま
す
。

選
挙
で
食
い
止

め
て
く
ら
し
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

支部の
ホームページは
こちら

検索東京土建杉並支部

https://www.doken-suginami.org/shibu/index.html
止めよう危険なインボイス
（岸川正・常任執行委員）

普通救命講習を
実施２

久しぶりの宣言解除
イベント目白押し３

新型コロナ禍対応の
各種制度制度紹介３

10月31日のよみうりランド
BBQなど家族で楽しめるイベ
ントが。

まちの救助隊ビーバーズの訓
練の一環として、10月3日に普
通救急救命講習を実施。

格差と分断を乗り越えて
命くらし守る政治実現へ

必ず
投票
に行こう

白紙委任で
未来失うな

総
選
挙

　約９年の現政権でくらしはよくなりましたか。数を頼
みに国会を形骸化し、人事で官僚を支配し、トモダチ優
遇、権力を縛る憲法を壊し、外国勢力に国を売り渡す政
治から脱却できるか。総選挙は文字通り国民と国家の
命運をかけた決戦です。棄権は現政権容認、白紙委任
状と同じ。必ず投票に行きましょう。

投票日に都合が悪い
人は期日前投票を活
用しましょう。

2012年の政権交代後だけで…
●秘密保護法の強行 2013.12
●消費税の増税８％ 2014.4
●内閣人事局設置 2014.5
●戦争法の強行 2015.9
●森友・加計問題 2017.2・3
●共謀罪の強行 2017.6
●沖縄辺野古埋立開始 2018.12
●消費税の増税１０％ 2019.10
●学術会議の任命拒否 2020.9
他、TPPや銀行法改悪（中小企業を
外資が支配可）など売国第も多数。

憲法の規定を無視し、国会を
開かなかった首相とそれを支
えた与党議員。この一点だけ
でも失格。

国家権力を縛る檻
「憲法」を壊そうと
する政治家たちを放
置すれば私たちの未来は危
ういものになります。

期日前
投票も
活用を

国会開かぬ違憲
この点だけで失格

檻を壊す猛獣

いい加減な政治はウンザリ

ベストが見えなくても

「国や社会変えられる」意識を

消費税インボイスやめて

【泉南・建築事務・勝呂美智子さん】国会でも
平気で嘘をついたりするいい加減な政治はもう
ウンザリ。食料配布に人が並ばずにすむ政治に
してほしい。

【中央・設計・田中淳一さん】立法・
行政・司法のセットが機能せず不都
合が多い国民生活。選挙はその転換
の最大の機会です。ベストでなくても
少しでも信じられる党・人に一票を。

【阿佐谷・設計・青木隆之さん】１８歳意識
調査で「自分で国や社会を変えられる」と考
える人はわずか18.3％です。他国同様、未来
を変えられる意識を広げていかないと。

【泉南・電工・佐藤雅一さん】非課
税業者を商売から排除するインボイ
ス。非課税の基準、年間1,000万円
以下は実際はほとんど労賃。止めて
ほしいです。

これはア
ウト！

悪政の数々

①
格
差
・
貧
困
な
く
し
雇
用
安
定
・
働
く
ル
ー
ル
確
立

②
建
設
従
事
者
の
権
利
確
立
と
処
遇
改
善
、
人
が
育
ち
魅
力
あ

る
建
設
産
業
へ
の
民
主
的
転
換

③
地
域
中
小
建
設
業
者
に
官
公
需
が
回
る
仕
組
み
づ
く
り
、
住

宅
改
善
へ
の
助
成
事
業
の
普
及

④
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
社
会
保
障
制
度
へ
の
転
換

⑤
消
費
税
５
％
へ
の
減
税
と
、
中
小
零
細
業
者
の
営
業
を
直
撃

す
る
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
即
時
撤
回

⑥
コ
ロ
ナ
対
策
に
便
乗
し
た
改
憲
策
動
の
阻
止

⑦
気
候
変
動
対
策
、
原
発
・
石
炭
火
力
か
ら
の
転
換

⑧
核
兵
器
廃
絶
、
核
兵
器
禁
止
条
約
の
批
准

⑨
感
染
症
対
策
、コ
ロ
ナ
対
策
の
抜
本
的
拡
充

総
選
挙
で
の
東
京
土
建
の

９
要
求

11
月
末
ま
で
秋
の
月
間

助
け
合
う
力
を
の
ば
す
た
め
に
も

【
石
川
組
織
部
長
】
今
月
末
ま

で
の
秋
の
月
間
は
１
３
３
人
の

加
入
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
９
月
は
訪
問
行
動
を
自

粛
し
今
月
と
11
月
が
訪
問
行
動

の
重
点
期
間
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
第
６
波
へ
の
警
戒
も
必
要
な
な
か
、
ウ
ッ
ド

シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
も
今
な
お
続
い
て
い
ま
す
。「
数
は

力
」
で
す
。
助
け
合
い
、
仕
事

や
暮
ら
し
を
ま
も
る
力
の
裏

付
け
は
組
織
の
数
と
運
動
に

参
加
す
る
仲
間
の
熱
量
で
す
。

働
き
や
す
く
、
く
ら
し
や
す
い

世
の
中
の
実
現
の
た
め
、
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

未加入者の情報や困ってい
る仲間の話などは一人で抱
え込まず、組合までご連絡を

℡03-3313-1445

情報は組合へ

勝呂美智子さん佐藤雅一さん

田中淳一さん

青木隆之さん

▲
区
役
所
前
で
の
食
料
配
布

▲

食
料
配
布
へ
の
行
列
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救
急
救
命
講
習
21
人
が
修
了

10
3こ

の
手
で
救
う
た
め

い
ざ
そ
の
時
に
体
が
動
く
よ
う

10
月
３
日
、
支
部
の
仲

間
で
構
成
す
る
ま
ち
の
救

助
隊
「
ビ
ー
バ
ー
ズ
」
主

催
の
普
通
救
急
救
命
講
習

を
支
部
会
館
で
開
催
。
東

京
防
災
救
急
協
会
の
菊

池
洋
美
さ
ん
ら
を
講
師

に
、
午
前
の
再
講
習
は
21

人
、
午
後
の
新
規
講
習
は

６
人
が
受
講
、
心
肺
蘇
生

（
胸
骨
圧
迫
と
人
工
呼
吸
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
に
よ
る
除
細
動
）
、

気
道
異
物
除
去
、
応
急
止

血
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

【吉田康典・ビーバーズ隊長】６月
に防災士の講習で受けて以来の心
肺蘇生の訓練でした。一人では練習
できるものでもなく、定期的な訓練
が欠かせません。
　必ず来る災害に備えるうえでも、
仲間のみなさん、訓練を重ねていき
ましょう。

　９月26日午後５時から６時、杉並区役
所南側広場でおこなわれた無料食料配布
「もってけ市」に支部から８人がスタッフと
して参加しました。
　当日は一瞬小雨がぱらつくなか、５時の
配布開始を前に60人以上が並び、約１時間
で134人に食料セットを配布しました。
　正社員でもワーキングプア、低賃金労働
が蔓延していますが貧困が目に見えづらく
なっているといわれます。配布後の反省会
では「本当に困っている人はこの市を知ら
ない」などの反省も。自助・共助まかせにし
ようという公の姿勢の転換も必要です。

　９月の杉並区議会で補聴器の補助を求める陳
情が議論されました。各議員からは主旨は理解
する旨の発言が相次ぎましたが採択では賛成少
数で否決されました。
　陳情を出していた菊地さんらは引き続き駅頭
で署名などに取り組んでいます。「聴こえる」こ
とはコミュニケーション上も重要で、認知症の
予防にもつながります。
　補聴器としてちゃんと機能する機械は、専門
の技術者と本人が立ち会って定期的な調整が必
要であり、数十万円の費用がかかります。既に多
くの自治体で購入の助成制度があるなか、杉並
区はまだ。ぜひ、聴こえることの意義を、区議会
のみなさんに聞き届けてもらいましょう。

インボイスの業者登録は
今年10月１日から開始
登録すると今年でなく2023年10
月１日から売上に関係なく消費税
課税業者になる

簡易課税には届け出が必要！
年300万円の手間請試算
新たに消費税は約12万円の負担。
なお所得税は約６万円。

　労災保険も使えず、病気に

なっても保険証もないため医

者にかかれず、大病すると医

療費や生活費を親方から前

借りで身動きが取れなくなっ

たなど、無権利状態に置かれ

た仲間たちを表現した言葉が

「ケガと弁当は手前持ち」。

吉田康典さん

伊藤和則
社会保障対策部長

定期的な
訓練で
備えを

発
見
後
の
流
れ

（
コ
ロ
ナ
禍
版
）

❶
周
囲
の
安
全
確
認

　

周
囲
の
安
全
を
確
認
し

倒
れ
て
い
る
人
に
近
づ
く
。

❷
意
識
の
確
認

「
聞
こ
え
ま
す
か
」と
大

き
な
声
で
３
回
、
両
肩
を

軽
く
叩
き
な
が
ら
呼
び
掛

け
る（
両
肩
な
の
は
麻
痺

に
備
え
て
）
。
顔
は
近
づ

け
ず
感
染
防
止
。

❸
応
援
・
１
１
９
番
・

　

Ａ
Ｅ
Ｄ

　

意
識
な
け
れ
ば
大
声

で
応
援
よ
ぶ
。
人
が
い
た

ら
ア
ナ
タ
！
１
１
９
番
を
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
！
と
頼
む
。
誰

も
こ
な
い
な
ら
自
分
で

１
１
９
番
。

❹
呼
吸
の
確
認

　

お
腹
の
上
下
動
を
み

て
呼
吸
確
認
（
６
秒
く
ら

い
）

❺
口
を
覆
い
胸
骨
圧
迫

　

倒
れ
て
い
る
人
が
マ

ス
ク
し
て
な
い
な
ら
そ
の

口
に
タ
オ
ル
な
ど
を
か

け
て
か
ら
胸
骨
圧
迫
。
大

人
は
５
㎝
沈
む
。
１
分
で

１
０
０
か
ら
１
２
０
回
の

ペ
ー
ス
。
子
ど
も
に
は
胸

骨
圧
迫
30
回
と
２
回
の
人

工
呼
吸
組
み
合
わ
せ
る
。

❻
Ａ
Ｅ
Ｄ
電
源
い
れ
て

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
が
届
い
た
ら
電

源
い
れ
て
指
示
に
従
う
。

救
急
隊
に
引
き
継
ぐ
ま
で

心
肺
蘇
生
を
続
け
る
こ
と
。

大
人
の
胸
骨
圧
迫
は
５
セ
ン
チ
沈
む

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
指
示
に
従
い
体
に
触
れ
な
い

無
料
食
料
配
布
の
現
場
で
実
感

自
助
・
共
助
ま
か
せ
で
な
く
公
助
を

参加した
仲間の声

補聴器の助成実現を

聴こえること
その意義を議会へ

医者くらい
かかれるよう
いのち守るために
ハガキ・署名・投票…行動を

【
伊
藤
和
則
・
社
会
保
障

対
策
部
長
談
】
コ
ロ
ナ
の

第
５
波
で
は
東
京
で
も
医

者
に
か
か
れ
な
い
と
い
う

事
態
が
続
出
。
少
な
く
な

い
仲
間
が
「
自
宅
療
養
」

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

医
者
に
か
か
れ
る
こ
と

東
京
土
建
の
原
点

　

東
京
土
建
は
戦
前
の
労

働
運
動
の
伝
統
を
引
き
継

ぎ
、
ケ
ガ
と
弁
当
は
手
前

も
ち
と
い
わ
れ
た
無
権
利

状
態
か
ら
、
経
済
的
・
社

会
的
地
位
の
向
上
を
め
ざ

し
て
運
動
し
権
利
を
勝
ち

取
っ
て
き
ま
し
た
。「
安
心

し
て
お
医
者
さ
ん
に
か
か

れ
る
」こ
と
は
い
わ
ば
東
京

土
建
の
原
点
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

こ
の
冬
に
第
６
波
が
こ

な
い
と
思
っ
て
い
る
国
民

は
極
め
て
少
な
い
で
し
ょ

う
。
多
く
の
人
が
危
機
が

く
る
と
思
っ
て
い
る
今
こ

そ
徹
底
し
た
検
査
と
医
療

体
制
の
強
化
が
必
要
で
す
。

　

最
近
、
区
内
の
病
院

で
土
建
国
保
の
委
任
払

い
を
断
ら
れ
る
事
例
が

お
き
ま
し
た
。
病
院
の
事

務
の
簡
素
化
が
そ
の
理

由
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
に

よ
る
医
療
圧
迫
が
こ
こ

ま
で
来
た
か
と
思
わ
ず

に
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

保
健
所
ま
か
せ
の

シ
ス
テ
ム
の
限
界

　

保
健
所
に
は
こ
の
間
、

区
役
所
な
ど
か
ら
応
援
の

労
働
者
が
多
数
派
遣
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
も
と
も
と

人
員
削
減
が
続
き
、
組
織

に
余
力
が
な
い
状
況
だ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
感
染
原

因
の
７
割
以
上
が
原
因
不

明
。
シ
ス
テ
ム
の
限
界
は

明
ら
か
で
す
。

仲
間
の
手
術
も
延
期

通
常
医
療
も
支
え
を

　

予
定
し
て
い
た
手
術
を

延
期
さ
れ
た
仲
間
が
い
ま

す
。
通
常
医
療
が
後
回
し

に
さ
れ
る
の
も
お
か
し
い

の
で
す
。
感
染
症
医
療
を

行
う
人
々
、
通
常
の
医
療

を
行
う
人
々
、
そ
の
双
方

を
物
心
両
面
で
支
え
る
の

が
大
切
で
、
皆
保
険
の
廃

止
を
口
に
出
す
よ
う
な
政

治
は
私
た
ち
が
ハ
ガ
キ
や

署
名
・
集
会
・
投
票
な
ど

声
を
あ
げ
て
変
え
て
い
く

必
要
が
あ
る
の
で
す
。

イ
ン
ボ
イ
ス
は
中
止
を

消
費
税
は
せ
め
て
減
税
を

　

社
会
保
障
と
一
体
で
語

る
べ
き
は
税
金
問
題
で
す

国
民
か
ら
集
め
た
お
金
を

ど
う
分
配
す
る
の
か
が
国

家
の
根
幹
を
決
め
る
も
の

で
す
。

　

憲
法
の
理
念
か
ら
す
れ

ば
、
能
力
に
応
じ
た
形
で

税
金
や
社
会
保
険
料
を

負
担
し
、平
和
で
健
康
で

文
化
的
な
生
活
を
す
る
の

が
私
た
ち
国
民
の
権
利
で

す
。弱

き
を
く
じ
き

強
き
を
助
け
る
税

　

貧
し
い
人
ほ
ど
実
質

的
な
負
担
が
重
い
の
が
消

費
税
。
大
企
業
は
国
内
で

は
価
格
に
転
嫁
し
、
輸
出

し
た
分
は
還
付
金
を
得

ら
れ
、
中
間
業
者
が
払
っ

た
消
費
税
を
事
実
上
搾

取
す
る
弱
き
を
く
じ
き
強

き
を
助
け
る
税
金
で
す
。

景
気
を
冷
や
す

罪
深
い
税
金

　

消
費
者
目
線
で
は
買

い
物
の
た
び
に
か
か
る
よ

う
に
見
え
る
た
め
消
費
を

冷
や
し
景
気
を
悪
化
さ
せ

る
と
ん
で
も
な
い
消
費
税

は
廃
止
す
べ
き
も
の
で
す
。

選
挙
の
結
果
次
第
で
十
分

可
能
で
す
。
ま
ず
は
減
税

か
ら
勝
ち
取
り
ま
し
ょ
う
。

零
細
業
者
つ
ぶ
す

ペ
テ
ン
の
益
税
論

　

簡
易
課
税
（
年
間
売

上
５
、０
０
０
万
円
以
下

で
選
択
し
た
）
業
者
は
影

響
は
少
な
い
で
す
が
、
イ

ン
ボ
イ
ス
制
の
導
入
で

本
則
課
税
方
式
の
業
者

と
免
税
業
者
（
年
売
上
１
、

０
０
０
万
円
以
下
）
は
大

き
な
影
響
を
受
け
ま
す
。

　

免
税
業
者
は
課
税
業

者
に
な
る
か
、
消
費
税
分

の
値
引
き
を
求
め
ら
れ
る

ま
す
。「
免
税
業
者
」
は
、

事
務
上
大
変
だ
と
い
う

理
由
だ
け
で
な
く
、
相
手

と
の
取
引
で
消
費
税
を
も

ら
え
て
い
な
い
可
能
性
の

高
い
こ
と
、
何
よ
り
事
実

上
労
働
の
対
価
で
あ
る

こ
と
か
ら
免
税
で
あ
っ
て
、

消
費
税
を
預
か
っ
て
い
る

の
に
払
わ
な
い
「
益
税
」

と
い
う
論
法
は
ペ
テ
ン
師

の
言
い
草
。
イ
ン
ボ
イ
ス

制
も
中
止
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

早まらないで
登録の前に相談を

無権利だった
建設労働者

【
憲
法
25
条
】
①
す
べ
て

国
民
は
、
健
康
で
文
化
的

な
最
低
限
度
の
生
活
を

営
む
権
利
を
有
す
る
。
②

国
は
、
す
べ
て
の
生
活
部

面
に
つ
い
て
、
社
会
福
祉
、

社
会
保
障
及
び
公
衆
衛
生

の
向
上
及
び
増
進
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ケガと弁当は
手前もち

東京土建の原点
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10
月
当
初
人
員
３
、２
７
３
人

（
分
会
・
群
順　

敬
称
略
）

　

氏　

名

職　

種

所　

属

紹

介

者

大
塚　

裕

電
気

井

荻

直
接

中
山　

雅
文

冷
暖
房

西

荻

穴
澤　

秀
康

飯
澤　

英
人

鉄
筋

西

荻

石
川　

義
仁

久
田　

友
太
郎

冷
暖
房

西

荻

砂
川　

和
輝

山
岡　

龍

防
水

西
荻

萩
原　

良

坂
上　

彰

給
排
水
・
衛
生
・
ガ
ス

富
士
見

太
田　

太
郎

宮
城　

陸

冷
暖
房

阿
佐
谷

丹
羽　

裕
幸

宮
内　

怜
央
想

建
築
・
大
工

阿
佐
谷

長
岡　

利
和

野
村　

桃
子

冷
暖
房

中
央

田
崎　

和
人

遠
藤　

晃
司

床
・
内
装

浜
福

有
本　

幸
子

比
嘉　

大
悟

床
・
内
装

浜

福

中
村　

隆
幸

縫
村　

俊
祐

建
物
サ
ー
ビ
ス

浜
福

縫
村　

信
秋

榎
本　

幸
子

床
・
内
装

高

和

深
見　

啓
子

Ａ
Ｒ
Ｙ
Ａ
Ｌ　

Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｌ

設
計
・
製
図

高

和

深
見　

啓
子

稗
田　

英
二

防
水

高

和

佐
々
本　

真

林　

司

と
び

高
和

髙
橋　

昇

藤
田　

和
志

と
び

泉

南

岩
田　

直
之

鈴
木　

駿
太

と
び

泉

南

岩
田　

直
之

渡
部　

樹
人

建
築
・
大
工

泉

南

再
加
入

■地質工■
【社員】

下坂地質工業㈱
代表　下坂　慎吾

杉並区阿佐谷北6-23-5-202
℡ 03-3330-0734

■建築設計・監理■
【社員】

㈲人イエまちネットワーク
代表　山田　清

杉並区梅里1-2-8土方ビル1F
℡ 03-5377-7166

■電気工■
【社員・短期】
㈱ケラマ電設

代表　松野　慶男
杉並区下井草5-18-6浅賀ビル1階

℡ 03-3301-8579

■ガラス工■
【社員】
㈱住硝

代表　市　大介
杉並区高井戸西2-12-16水村ビル1F

℡ 03-3331-2281

■設計■
【社員】

筒井紀博空間工房
代表　筒井　潤

杉並区久我山4-1-9-401
℡ 03-3247-8922

■解体工・はつり工■
【常用】
㈱石岡工業

代表　石岡　利一
中野区大和町1-13-7
℡ 03-5356-7507

■とび・土工■
【社員】
都賀工業㈲

代表　青木　勝美
杉並区下井草4-4-6
℡ 03-3399-0011

■内装工事■
【社員・見習い】
㈱プローブ

代表　中村　隆幸
杉並区浜田山2-24-1
℡ 03-3329-3281

■電気工事・消防設備点検■
【社員・請負・要資格・経験】

平和電気防災㈱
代表　佐藤　春男

杉並区高円寺南2-54-2-1F
℡ 03-6383-2147

掲載は無料です

どうぞご利用

ください

組合に
相談を

◆ 申請ごとの必要書類など 必要書類

共
済①傷病見舞金

□ 申請書（支部にあります）
□ 保健所からの証明書（コピー可）
□ 医者の証明（申請書に記入）…入院の場合必要

土
建
国
保

②コロナ
　感染症
　手当金

㋐従業員
□ 申請書A・C・D（支部にあります）
□ 事業主の証明（申請書Cに記入）
□ 保健所の証明（コピー可）または医者の証明（申請書Dに記入）

㋑それ
　以外

□ 申請書B・D（支部にあります）
□ 保健所の証明（コピー可）または医者の証明（申請書Dに記入）

③疾病入院給付金
□ 申請書（支部にあります）
□ 入院期間のわかる書類（ホテルや自宅療養は対象外）

④国保料減免申請
□ 申請書（支部にあります）
□ ２０１９年または２０２０年の確定申告書等
□ ２０２１年の所得減少割合報告書

■組合共済・土建国保のコロナ関連給付等

　家族と一緒に楽しめる、屋外でのバーベ
キューです。10月31日、よみうりランドで秋
の組合員交流会をおこないます。屋外のバー
べキュー施設で換気は万全、徹底した対策の

うえでおこないます。自家用車での参加も可能。家族で参加しやす
い金額設定です。
　お申し込みは群で配布するチラシを群会議で提出するか、支部
まで電話（03-3313-1445）などでお願いします。

　10年を経てなお復興は道半ば。
支援のボランティア活動にご参加
ください。
　11月20日（土）朝７時支部出発、
午後現地作業。21日（日）一日作業
後、午後５時現地発予定。
　詳しくは担当・藤沢まで

【日時】10月31日（日）

　午前11時開会

【会費】入園＋BBQは無

料です。フリーパス希

望の方は大人2,000円、

小人1,000円

【対象】組合員・家族

（制限アリ）

※少雨決行

11月20～21日は

南相馬被災地支援
10
31

よみうりランドで交流しよう（BBQ)

ひさびさに多くの仲間が集える屋外行事

第５波では多くの仲間が罹患

　第５波までに感染した組合員は既に判明しているだけ
で数十人規模です。まだまだ制度をご存じない方もいる
ようです。
①組合共済の傷病見舞金…組合員はコロナで４日以上休
業し収入がなかった場合、共済申請が可能です。

②土建国保の感染症手当金・ほか…土建国保の加入者は
給付が出たり、保険料が免除になったりする場合があ
ります。申請が必要です。左の必要書類をご参照のう
え、詳しくは支部まで。

　東京でも医者にかかれない事態を起こした８月
ピークの第５波は収まりました。区の検査陽性率も８
月最終からは20.4％→12.9→6.9→3.7％と、週を追
うごとに急減しています。一方で、専門家会議も減
少の原因は不明とし、区の調査でも原因不明が８割
にのぼります。第６波を防ぐため徹底した検査と感
染者の保護・隔離という感染症対策の基本、そして
医療体制の強化をするときです。

　仲間の命の綱「東京土建国保」の安定運営には国などからの補助が欠
かせません。政府の中にはコロナに便乗し健康保険制度全体の廃止を狙
う声もあり、補助だけでなく制度存続の問題です。土建国保を守れの声
をハガキに書いて財務省に届ましょう。今月の群会議でご協力ください。

医療や教育への公的支出へ署名に協力を
　小池百合子都政のもと、コロナから都民の命を守ってきた都立病院の
独立行政法人化が狙われています。一方、教育の問題では国も少人数学
級へ一歩ずつ踏み出したため、従来東京都の財源でおこなっていた分、
上の学年でも少人数学級が実施できるはずですが、今回、国の基準に甘
んじています。未来ある子どもたちのため、命を守るために自助・共助
でなく公的支出が必要です。群会議で署名にご協力ください。

８月分は
今月末期限

東京都の制度は３割減収で対象に
　緊急事態宣言に伴う「月次支援金」。条件は大きく２つ。①2021年８月・
９月のいずれかの売上が2020年または2019年の同月を比べ50％以上減少
（都の制度は30％減収でも可。新規業者は別に特例あり）②飲食店休業か、
移動自粛の影響をうけていること。②の条件は幅広く考えられます。８月分
の締切が今月末日（事前確認はもっと早く締め切りがあるので）。相談会を
待たずにご相談いただけます。ご不明な点は組合までお電話を（03-3313-
1445）。

1事務局にアクセスし申請ＩＤをとる。
2事前確認機関に連絡、事前確認番号をとる。
　（一時支援金を申請ずみの方は事前確認は不要）
3申請ＩＤと事前確認番号などで、電子申請する。
　※　売上が下がっているならまず支部へ相談を。

申請手順
【日時】10月25日（月）
　昼：午後２時～
夜：午後７時～

【場所】支部会館３F

　電話でご予約を
　03-3313-1445

          相談会10.25 

月次支援金

署
名
・
ハ
ガ
キ
で
命
守
ろ
う

共済・国保の申請お忘れなく
コロナコロナ
給付あり給給付あり

財務省あてハガキ書こうコロナの第６波防ごう

その一枚が私たちの国保支える
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検査
徹底し
封じ込めを
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第 334 回

自
分
が
親
方
に
な
り
ま
し
た
。
多
少
の

不
安
は
あ
り
ま
し
た
が
、
自
分
で
仕
事

の
差
配
が
で
き
、
や
り
た
か
っ
た
仕
事

が
で
き
る
楽
し
み
も
増
え
ま
し
た
。

　

暑
さ
や
寒
さ
に
さ
ら
さ
れ
天
気
に
左

右
さ
れ
る
建
設
業
は
、一
般
に
は
敬
遠

さ
れ
が
ち
で
し
た
が
、
自
分
の
親
の
左

官
業
を
継
ぐ
の
を
正
義
と
思
い
一
途
に

仕
事
に
励
み
ま
し
た
。

　

そ
の
後
バ
ブ
ル
の

崩
壊
で
大
不
況
が
き

た
と
き
で
も
仕
事
が

途
切
れ
ず
、
以
後
も

特
に
営
業
活
動
を
し

な
い
で
も
仕
事
が
途

切
れ
な
か
っ
た
の
は
、

そ
う
し
た
働
き
ぶ
り

を
お
客
さ
ん
が
見
て

く
れ
て
い
た
か
ら
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
23

歳
の
と
き
に
友
人
の

紹
介
で
結
婚
し
た
妻

と
の
間
に
２
人
の
娘
を

授
か
り
、４
人
の
孫
、
最
近
ひ
孫
も
う

ま
れ
ま
し
た
。

　

組
合
で
も
仲
間
の
支
え
が
あ
っ
て
分

会
長
を
務
め
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が

た
い
こ
と
で
す
。

　

私
が
働
き
は
じ
め
た
こ
ろ
は
左
官
の

仕
事
も
手
道
具
だ
け
。
壁
も
み
ん
な
手

で
塗
っ
て
い
ま
し
た
。
今
は
腕
を
必
要

と
す
る
仕
事
は
減
り
、
汗
水
た
ら
し
て

働
く
の
は
流
行
ら
な
い
時
代
か
も
知
れ

ま
せ
ん
が
、
や
は
り
、
人
の
手
に
よ
る

「
モ
ノ
作
り
」の
心
を
忘
れ
ず
に
い
た
い

も
の
で
す
。

【
取
材
・
喜
多
正
之
】

私
は
昭
和
１
６
年
２
月
に
中
野
に
生
ま

れ
、
物
心
つ
い
た
と
き
に
転
居
し
て
以

来
、今
で
も
成
田
東
在
住
で
す
。

　

父
「
義
男
」の
一
文
字
と
長
男
だ
っ
た

こ
と
か
ら「
義

よ
し
か
ず一
」
と
名
付
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

私
が
子
ど
も
の
こ
ろ
は
ま
だ
戦
争
の

傷
跡
が
社
会
に
深
く
残
っ
て
い
て
、
部

活
動
な
ど
も
な
く
、
中

学
校
を
出
て
多
く
の
同

級
生
が
す
ぐ
に
就
職
し

て
い
ま
し
た
。

　

長
男
は
家
の
仕
事
を

継
ぐ
も
の
だ
と
さ
れ
て

い
た
時
代
、
私
も
中
学

２
年
か
ら
は
休
日
に
父

と
と
も
に
働
く
よ
う
に

な
り
、
卒
業
後
は
昼
は

左
官
仕
事
、
夜
は
高
校

へ
通
う
く
ら
し
。
高
校

卒
業
後
は
一
職
人
と
し

て
働
き
続
け
ま
し
た
。

　

父
は
杉
並
支
部
の
初

期
か
ら
組
合
活
動
を
し

て
お
り
、
当
時
の
役
員
・
當
摩
さ
ん
や

日
浦
さ
ん
も
よ
く
我
が
家
に
き
て
話
し

込
ん
で
い
て
、
私
も
16
歳
の
と
き
か
ら

組
合
員
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。も
っ
と
も

活
動
に
は
も
っ
ぱ
ら
父
が
で
て
私
は
仕

事
に
専
念
し
て
い
ま
し
た
。

　

40
歳
の
と
き
に
父
か
ら
代
替
わ
り
し
、

継 い だ 家 業 貫 いた 義

一 途に 進 んだ 左 官 道

宇
う だ が わ

田川 義
よしかず

一さん　中央・左官

9
月
慶
弔
傷
病
見
舞
金
支
給

30
件

　

ど
け
ん
共
済
は
組
合
員

が
病
気
や
ケ
ガ
で
働
け
な

く
な
っ
た
時
の
生
活
を
助

け
合
い
、
結
婚
や
出
産
、
仲

間
や
家
族
が
亡
く
な
っ
た

時
な
ど
に
給
付
さ
れ
る
み

ん
な
の
助
け
合
い
制
度
で

す
。
こ
れ
ま
で
に
多
く
の

仲
間
が
給
付
を
受
け
て
い

ま
す
。
（
敬
称
略
）

■
お
め
で
と
う

【
結
婚
】

鈴
木　

愛
倖
（
井　

荻
）

塚
越　

葵
絵
（
泉　

南
）

【
出
産
】

畠
野　

聖
和
（
西　

荻
）

豊
田　

裕
二
（
浜　

福
）

望
月　
　

洋
（
高　

和
）

関
口　
　

元
（
泉　

南
）

生
田　

大
介
（
企　

業
）

森
山　

綾
香
（
直　

属
）

【
新
入
学
】 

4
件

【
資
格
取
得
】 

3
件

■
お
大
事
に

【
傷
病
見
舞
金
】

藤
田　

昌
士
（
井　

荻
）

菊
池
夫
二
夫
（
井　

荻
）

中
山　

明
謙
（
西　

荻
）

佐
々
木
正
利
（
西　

荻
）

上
永　

順
一
（
富
士
見
）

佐
藤　

好
明
（
阿
佐
谷
）

今
野　
　

司
（
阿
佐
谷
）

大
友　

惠
子
（
中　

央
）

矢
澤　

国
利
（
中　

央
）

嶋
田
み
ど
り
（
浜　

福
）

山
岡　

和
彦
（
泉　

南
）

髙
橋　
　

聡
（
泉　

南
）

ほ
か
2
件

■
お
悔
や
み

　

申
し
あ
げ
ま
す

【
本
人
死
亡
】

　

原
田　

賀
充（
高　

和
）

モノ作りの心を忘れずにいたいと
語る宇田川さん

土
建
国
保
の
ト
ク
ト
ク
情
報

　昨年の総所得が250万円以下の法人事業主

や200万円以下の個人事業主は申請で土建国

保の保険料区分を下げられます。

※申請が必要です。

　以下の①②をそろえて支部まで申請してく

ださい（郵送可）。

　①令和３年度住民税課税証明書

　②就業実態区分変更届

所
得
250万以下の法人
200万以下の個人

事
業
主

中野警察による組合員不当取り調べ事件⑨ 証
人
尋
問
で
事
件
の
不
当
性
明
ら
か
に

　一昨年７月から連載している事件の続
報。2019年２月に品川支部の中野健太
郎さんは工具を積んだ車で休んでいただ
けで犯罪者扱いの不当な取調べを深夜に
長時間受け、国賠訴訟をしています。

極
め
て
異
例　

取
調
べ
調
書
開
示

　

民
事
裁
判
で
は
極
め
て

異
例
な
「
取
調
べ
調
書
」

の
証
拠
開
示
を
勝
ち
取
り
、

（
こ
れ
は
加
木
牧
子
裁
判

長
ら
の
理
解
も
大
き
い
）
、

９
月
16
日
の
証
人
尋
問
を

迎
え
警
察
官
３
人
と
中
野

さ
ん
夫
妻
の
計
５
人
が
証

言
台
に
立
ち
ま
し
た
。

　

こ
の
事
件
で
は
①
車
に

積
ん
で
い
た
工
具
を
凶
器

扱
い
し
②
深
夜
に
長
時
間

の
取
調
べ
が
お
こ
な
わ
れ

た
こ
と
が
事
実
か
が
問
わ

れ
ま
す
が
、
尋
問
で
時
間

差
は
多
少
あ
り
ま
し
た
が

双
方
が
こ
の
点
を
事
実
と

認
め
、
さ
ら
に
証
言
の
な

か
で
、
肝
心
の
工
具
の
指

紋
を
採
取
し
て
い
な
い
こ

と
も
判
明
。
警
察
の
論
拠

は
崩
れ
、
事
件
の
不
当
性

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

Ｄ
Ｎ
Ａ
採
取
ま
で

日
常
化
の
懸
念

　

警
察
証
言
で
は
任
意
同

行
後
「
お
願
い
」
と
の
表

現
で
指
掌
紋
の
他
Ｄ
Ｎ
Ａ

採
取
ま
で
日
常
化
し
て
い

る
疑
い
も
。
悪
質
な
警
察

官
に
は
姿
勢
を
正
し
て
も

ら
い
た
い
で
す
。

【鈴木康司さん談】建設で働く仲
間みんなの問題です。中野さんの
勇気あるたたかい、勝訴まで支援
します。

【関口浩助さん談】警察には頼れ
る身近なお巡りさんであってほし
い。間違ったなら謝罪するのは当
然です。

品川支部の仲間から一言

頼れる
お巡りサン
であって

勇気ある
たたかいに
支援を

関口浩助さん

鈴木康司さん

裁判所前で勝利誓う


